
重点目標 具体的取組 主担当 現状 評価の観点 実現状況の達成度判断基準 判定基準 備考

【成果指標】
研修等を踏まえ、ICT機
器の新たな活用法を身
につけ、個々の障害特
性に応じた使い方を工
夫した授業ができた。

ＩCT機器の活用法を増やし、個々の児童生
徒の障害特性に応じた使い方を工夫した授
業に取り組むことができた。

Ａ：あてはまる
Ｂ：ややあてはまる
Ｃ：あまりあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

【Ａ＋Ｂが８０％以
上で達成】

評価者：教員
９月：アンケートで判定
１０月：中間評価分析
年度末：９月同様のアン
ケートで判定し、最終評価
分析

【成果指標】
研修等を踏まえ、集団
学習を充実させることを
狙いに置いた1人1台タ
ブレットの活用に挑戦
することができた。

1人1台タブレットを個の習熟にとどまらず、
集団学習を充実させるための活用に挑戦す
ることができた。

Ａ：あてはまる
Ｂ：ややあてはまる
Ｃ：あまりあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

【Ａ＋Ｂが６０％以
上で達成】

評価者：教員
９月：アンケートで判定
１０月：中間評価分析
年度末：９月同様のアン
ケートで判定し、最終評価
分析

②

日々の学校生活に係る適
切な情報発信を行う。

全学部 ICT活用を含めた教育活動の理解に向
けた情報発信として、HP更新やGIGA通
信発行などを適宜実施している。その一
方で保護者からはより具体的に授業の
様子を知りたいとの要望が上がってい
る。

【満足度指標】
保護者は、本校が授業
の様子をはじめとする、
学校生活に係る情報発
信を適切に行っている
と受け止めている。

来校の機会や、ＨＰ、家庭通信、学年だよ
り、連絡帳等で提供された情報をとおして、
児童生徒の授業の様子や学校生活への理
解が深まった。

Ａ：あてはまる
Ｂ：ややあてはまる
Ｃ：あまりあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

【Ａ＋Ｂが８５％以
上で達成】

評価者：保護者
アンケート評価により判定
（半期ごと）

2

教科指導及び
実践力の向上

①

「特別支援学校における教
科指導充実事業」が実施さ
れることを踏まえ、教職員
全体で学校研究を推進す
ることを目指す。

全学部
研究研修課

本校ではここ数年、文科省の実践研究
の成果を実践を通して深めてきたが、今
年度より県新規事業が実施されることに
なった。研究授業の指導細案作成に係
る「単元構想」「指導案検討」「模擬授
業」「授業整理会」「評価」の一連の流れ
に全員が関わることを通して、教科指導
の専門性を一層高める必要がある。

【成果指標】
研究授業の指導案作成
に係るプロセスに主体
的に関わることで、教科
の視点による授業の構
想・実践が理解できた。

研究授業実施に向けた学部内の指導案検
討や研究授業参観等を通して、教科の視点
で授業を構想することや実践・評価の意義
を理解することができた。

Ａ：あてはまる
Ｂ：ややあてはまる
Ｃ：あまりあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

【Ａ＋Ｂが８０％以
上で達成】

評価者：教員
９月：アンケートで判定
１０月：中間評価分析
年度末：９月同様のアン
ケートで判定し、最終評価
分析

①

児童生徒・職員ともに今一
度「新しい生活様式」の定
着に向け取り組むことで、コ
ロナ禍にあっても安全安心
な教育活動の実現を目指
す。

全学部
保健安全課
指導課

今年度もコロナ禍の中、学校生活を送る
こととなるため、児童生徒に対して障害
特性を踏まえた適切な感染防止の指導
を行っている。マスクを着用できる児童
生徒もかなり増えているため、手洗いや
黙食、人との距離という点において、さら
に自ら予防できる習慣を身につけさせて
いく。

【満足度指標】
学校の感染症対策は子
どもの特性を踏まえて
適切に行われており、
子どもは予防に対する
意識が身についてきて
いる。

学校の感染症予防に係る児童生徒への指
導は、子どもの障害特性に応じて適切に行
われており、子どもの予防に対する意識も
見られるようになった。

A：あてはまる
B：ややあてはまる
C：あまりあてはまらない
D：あてはまらない

【Ａ＋Ｂが８０％以
上で達成】

評価者：保護者
アンケート評価により判定
（半期ごと）

②

体力づくりの充実等を通し
て、転倒しない体力・体幹
を身につけるとともに、教育
環境を整えることで、転倒
によるけがなどの予防に努
める。

全学部
保健安全課

令和3年度の保健安全課の調査から、
怪我が発生しやすい時期や時間帯、原
因などが分かった。今年度は、体力づく
りや体育の時間などをとおして、体力や
体幹を身につけるとともに、教育環境に
も一層配慮し整えていくことで、転倒など
による怪我の発生件数を少しでも抑える
ように努める。

【成果指標】
体幹を鍛え、転倒防止
につながる運動や活動
に意識して取り組ませ
たり、環境の整備に努
めたりしたことで、児童
生徒が怪我をすること
が少なくなった。

体力・体幹を鍛える指導や環境整備に努め
た結果、同月比や同時間帯比の事故発生
件数が減少している。

A：前年度より20%減少した
B：前年度より10%減少した
C：前年度より5%減少した
D：前年度とほぼ変わらなかった

【Aで達成】

評価者：教員
９月：保健安全課調査中
間結果で判定
１０月：中間評価分析
年度末：１月までの保健安
全課調査結果で判定し、
最終評価分析

③

保護者や来校者に対する
教職員の丁寧な対応をさら
に励行する。

全学部
事務職

教職員からの主体的で丁寧な挨拶や言
葉遣いは概ねできていると思われるが、
今後も丁寧でわかりやすい説明や、相
手を尊重した言葉遣いに努めることで、
保護者や来校者がより安心できる学校
づくりを目指していく。

【満足度指標】
保護者や来校者に対す
る教職員の応接態度が
丁寧で気持ち良いもの
であると感じる。

教職員の挨拶や電話対応、懇談での説明
などの対応は、丁寧で気持ちの良いもので
ある。

Ａ：あてはまる
Ｂ：ややあてはまる
Ｃ：あまりあてはまらない
Ｄ：あてはまらない

【Ａ＋Ｂが８０％以
上で達成】

評価者：保護者
アンケート評価により判定
（半期ごと）

4

業務改善
(業務の効率
化、平準化)

①

業務改善に向けて、今年度
はICT支援員の力も借りな
がら、分掌業務のデジタル
化をさらに推進し効率化を
進め、特定の教員や時期
に集中しがちな業務を分担
して行うようにする。

全学部
各課
教育相談部
自立活動部
県特研事務局

勤務時間記録表においては、時間外勤
務時間数は減少しているが、特定の時
期や教職員に時間外勤務が集中してい
る状況が見られる。分掌において業務
の進捗状況を視覚化し、分掌業務のデ
ジタル化をさらに推進することで、業務
の効率化を図る必要がある。

【成果指標】
各学部、各課におい
て、デジタル化を推進
し、業務の効率をあげ
ることができた。

業務がデジタル化したことで作業効率が良く
なったと感じている教員の割合が

Ａ：８０％以上
Ｂ：６５％以上
Ｃ：４５％以上
Ｄ：４５％未満

【Ｂで達成】

評価者：教員
９月：アンケートで判定
１０月：中間評価分析
年度末：９月同様のアン
ケートで判定し、最終評価
分析

令和４年度　自己評価計画　
石川県立明和特別支援学校

3

コロナとの共生
を意識した安全
安心な学校運
営

1

①

GIGAスクール構想の考え
方を全職員が理解するた
めの研修を行う。

全学部
GIGAスクール
構想推進委員
会

昨年度全教職員がGIGAスクール構想
推進に係る研修を受け、機器の活用の
基礎やGIGAスクール構想の意義を理解
したところである。今年度は、全学部1人
1台タブレットの環境が整ったことから、
障害のある児童生徒の障害特性を踏ま
えた授業を行う際に、集団学習の充実と
いう観点もふまえた積極的な活用が求
められる。

ICT機器を活
用できる専門
性向上と情報
発信


